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今回の流れ

生体に作用するエネルギー

・電気

・機械的エネルギー

・音波

・熱

・光

・磁気、電磁波





波の基本 （音波の例）

• 周波数： １秒間に何回振動するか ＝ 音の 高さ

周波数 ! Hz
• 周期： 波１つ分の長さ（秒）

周期 $ s = '
(

• 音速： 音波が伝わる速さ
音速 ) ≒ 346.75 m/s (大気中、25℃)

• 波長： 波１つ分の長さ（距離）
波長 7 m = 8 × $
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p. 18 図2-6



p. 18 図2-6



p. 16 表2-4







p. 20 図2-7





光

光は 電磁波 の一種で、横波

光速 ! = #×% ≅ 30万 km/s
光の色は 波長 に関係する。



網膜の光受容器（視細胞）

杆（桿）体

明るさのみ感知

赤錐体

緑錐体

青錐体

色を感知

かんたい



p. 22 図2-8

→ 光の 波長 により異なる

→ 水晶体 への影響

→ 網膜 への影響



p. 23 図2-9



主に、 水 と 赤血球 による吸光特性に依存する。





p. 26 表2-7



p. 27 図2-12
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問題： この波の周波数は？ 振幅は？
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問題： この波の周波数は？ 振幅は？

正解： 周波数1 Hz， 振幅2



問題： この波の周波数は？ 振幅は？
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問題： この波の周波数は？ 振幅は？
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正解： 1Hz振幅1と2Hz振幅2と3Hz振幅1の波が重なっている。
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フーリエ変換

（時系列）データから周波数成分を抽出する。
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周波数成分

どの周波数が、どのくらいの振幅で入っているかがわかる。



復習問題１

下記の文章中のAからDに当てはまる言葉、数値を答えよ。

皮膚を介して感電した場合を__A__ショックと呼ぶ。 _A__
ショックでは__B__mA以上の電流が流れた場合、心室細動
を引き起こす危険がある。

心臓に直接電流が流れる形で感電した場合を__C__ショッ
クと呼ぶ。__C__ショックでは__D__mA以上の電流が流れた
場合、心室細動を引き起こす危険がある。

A ＿＿＿＿ B ＿＿＿＿ C ＿＿＿＿ D ＿＿＿＿



復習問題１ 解答

下記の文章中のAからDに当てはまる言葉、数値を答えよ。

皮膚を介して感電した場合を__A__ショックと呼ぶ。 _A__
ショックでは__B__mA以上の電流が流れた場合、心室細動
を引き起こす危険がある。

心臓に直接電流が流れる形で感電した場合を__C__ショッ
クと呼ぶ。__C__ショックでは__D__mA以上の電流が流れた
場合、心室細動を引き起こす危険がある。

A ＿＿＿＿ B ＿＿＿＿ C ＿＿＿＿ D ＿＿＿＿マクロ 100 ミクロ 0.1



復習問題２

生体組織が持つ特異性について、以下の問いに答えよ。

(1)異方性について説明せよ。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

(2)経時変化について具体的な例を用いて説明せよ。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



復習問題２ 解答

生体組織が持つ特異性について、以下の問いに答えよ。

(1)異方性について説明せよ。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

(2)経時変化について具体的な例を用いて説明せよ。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

測定される方向により物性値が異なる。 など

検体などを採取したあとに時間の経過につれて物性値が変化する。
夜に測った血圧の方が昼に測った血圧より低かった。 など

生体組織が持つ特異性については、
教科書8, 9ページの内容をよく確認しておいてください。



復習問題３

材料に引張荷重を加えると変形し、

縦の長さ !" = 10cm → !) = 12 cm
に変化した。

(1) 応力 +を求めよ。
(2) ポアソン比, = 0.5の時、横変形量-.を求めよ。

直径
r	= 2 ,

引張荷重
1 = 30 N

横の長さ
." → .)

縦の長さ
!" → !)



復習問題４ 解答

（１）応力
! = 1×1×% = π
' = (

! =
30
%

（２）横変形量

+, =
2
10 = 0.2

+/ = 0×+, = 0.5×0.2 = 0.1
∆3 = 34×+/ = 2×0.1 = 0.2 [0]

直径
r	= 2 0

引張荷重
( = 30 N

横の長さ
34 → 3;

縦の長さ
<4 → <;



練習問題

次の合成抵抗を求めよ。

（１） （２）

（１）＿＿＿＿＿ （２）＿＿＿＿＿

5[Ω]3[Ω]

5[Ω]

2[Ω] 6[Ω] 3[Ω] 10[Ω]



練習問題 解答

次の合成抵抗を求めよ。

（１） （２）

（１）＿＿＿＿＿ （２）＿＿＿＿＿

5[Ω]3[Ω]

5[Ω]

2[Ω] 6[Ω] 3[Ω] 10[Ω]

31
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5
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